
幻想的な雰囲気の常澄供養
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「
お
け
ん
ぎ
ょ
う
さ
ま
」
で
親
し
ま
れ
る
尼
寺

旧
蓼
科
有
料
道
路
を
警
察
署
で
山

手
に
折
れ
て
、
上
り
つ
め
る
と
検
校

庵
。
桜
の
名
所
で
あ
る
。
季
節
に
は
多

数
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
う
。
小
鳥
の
声

と
読
経
が
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
山
の
緑

に
吸
い
込
ま
れ
る
自
然
豊
か
な
尼
寺
。

ら
と
の
里
に
盲
人
は
出
な
い
」
と
言
い

残
し
、
村
人
は
石
像
を
造
っ
た
。
そ
の

命
日
と
も
い
わ
れ
、
参
詣
者
に
甘
酒
が

振
る
舞
わ
れ
る
。
七
月
八
日
は
施
食
会
。

諏
訪
地
方
の
曹
洞
宗
の
全
住
職
の
読

経
で
法
要
が
営
ま
れ
る
。
十
二
月
初
旬

に
は
成
道
会
（
じ
ょ
う
ど
う
え
・
お
釈
迦

様
が
お
悟
り
を
附
か
れ
た
日
）
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
内
の
各
地
域
ご
と
に

名
所
・
旧
跡
を
巡
る
散
策
コ
ー
ス
を

つ
く
り
、
街
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
目
的
で
整
備
を
進
め
て
い
る
茅
野

T
M
O
の
「
街
な
か
観
光
ル
ー
ト
・
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
に
同
庵
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。

同
庵
で
は
多
目
的
な
利
用
を
広
く

一
般
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

検
校
堂

自
然
の
素
晴
ら
し
い
山
寺

三
月
十
五
日
は
浬
磐
会
（
ね
は
ん

え
・
お
釈
迦
様
の
亡
く
な
ら
れ
た
日
）
、

四
月
十
五
日
は
降
誕
会
（
ご
う
た
ん

え
・
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

日
）
と
共
に
検
校
尊
縁
日
（
検
校
祭
）
を

行
っ
て
い
る
。
大
阪
落
城
の
こ
ろ
こ
こ

に
住
ん
だ
一
人
の
盲
目
の
琵
琶
法
師

が
、
死
去
の
際
「
私
を
祭
っ
て
く
れ
た

若
山
聖
光
寺
茅
野
市
北
山
蓼
科
湖
畔
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交

通

安

全

今
日
の
交
通
状
況
は
、
昭
和
四
十

五
年
聖
光
寺
開
山
の
交
通
事
故
死
者

数
に
比
す
れ
ば
死
者
数
半
減
以
下
に

な
り
、
安
全
と
判
断
す
る
人
が
あ
っ

て
も
、
安
全
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い

る
に
拘
ら
ず
、
運
転
者
の
無
謀
に
係

わ
る
事
故
が
頻
出
し
て
い
る
。

当
寺
は
、
交
通
安
全
．
一
路
安
穏
を

専
一
に
折
線
す
る
道
場
と
し
て
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
株
式
会
社
及
び
関
係
会
社

の
発
願
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
。

本
尊
は
救
苦
観
世
音
菩
薩
の
霊
像

に
し
て
、
日
本
に
は
稀
有
な
る
尊
容
を

示
し
給
う
。
こ
の
尊
鉢
は
遥
か
に
天
竺

と
中
国
を
結
ぶ
天
山
北
路
の
駅
邑
湧

泉
の
郷
の
禽
窟
に
祭
祀
さ
れ
た
る
観

世
音
菩
薩
な
り
。
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠

を
往
来
す
る
求
法
僧
を
は
じ
め
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
商
た
ち
の
一
路
安
穏
⊥
父
通

安
全
の
祈
り
を
千
年
に
わ
た
り
一
身

に
受
け
給
う
。

奉
斎
せ
る
薬
師
如
来
は
、
ネ
パ
ー
ル

国
将
来
俳
に
し
て
、
七
併
薬
師
放
香
報

光
四
十
四
大
願
を
発
願
し
給
い
、
心
身

健
康
の
功
徳
を
衆
生
に
施
し
給
う
。
脇

侍
尊
者
と
し
て
唯
識
教
学
を
大
成
し

た
ア
サ
ン
ガ
（
無
著
）
・
ヴ
ァ
ス
パ
ン
ド

ゥ
（
世
親
）
大
士
を
祭
祀
し
、
両
大
士
の

完
成
し
給
う
た
る
教
学
に
よ
り
衆
生

を
純
真
寡
悪
の
世
界
に
導
入
あ
ら
ん

こ
と
を
願
う
。
観
世
音
菩
薩
三
十
三
化

身
像
は
、
地
元
出
身
の
彫
刻
家
の
故
矢

崎
虎
夫
氏
が
制
作
し
た
も
の
。

東
日
本
大
震
災
被
災
殺
死
者
及
び

交
通
事
故
死
者
の
諸
精
霊
の
追
福
作
善

の
た
め
に
、
萬
燈
供
養
を
蓼
科
観
光
協

会
と
共
催
で
、
今
年
も
八
月
十
六
日
午

後
七
時
か
ら
執
り
行
い
ま
す
。


